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できる限り 住み慣れた地域で自分らしい 暮らしを続けるために

【問合せ】南魚沼市地域包括支援センター　☎７７３・６６７５
大和地域包括支援センター　　　☎７８８・０１０６
塩沢地域包括支援センター　　　☎７８２・０２５２

～介護予防シリーズ②～

　市報 11 月 1 日号の介護予防シリーズ①で、地域包括ケアシステムを「植木鉢」に例えてお知らせしました。
今回は、この植木鉢の土の部分「介護予防・生活支援」について詳しくお知らせします。

　介護予防は、地域包括ケアシステムの土台となる部分です。高齢者は、
外出や近所との付き合い、料理、庭作業などの生活に関連する動作が減少
することが引き金で、病気や要介護状態になりやすいといわれています。
地域交流・社会参加の機会の提供、家事・外出援助なども介護予防の一環
であり、生活支援とも密接にかかわってきます。しかしながら、高齢化に
伴い要介護認定者が増加する一方で、要介護者を支える専門職などの人材
に限りがあり、医療・介護保険サービスだけでは高齢者を支え切れない状況にあります。
　そのため、公的なサービスだけでなく老人会・ボランティアなどによるサロンや安否確認、食材配達
など、「地域」の力を活用しながら高齢者を支えていくことが重要です。

「介護予防・生活支援」

市の要介護認定の状況と介護予防の取り組み

　市の新規要介護認定の主な原因は、１位「認知症」、２位「脳血管疾患」、３位「関節疾患」となっています。
認定の状況としては、生活習慣病に関連する疾患や心身の機能を使わないことよる機能低下が原因となるもの
が多くなります。高齢期を元気ですごすためには「病気の予防」と「心身の衰えの予防」の２つが必要です。
　地域包括支援センターでは、だれもができるだけ住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、さまざまな事業に
取り組んでいます。

　活動範囲が狭くならないよう、さまざまな取り組みに参加していくことも介護予防の１つです。気にな
った今から始めていきましょう。次回は、「地域の力を活用した介護予防」についてお知らせします。

病気の予防

　健康診断の受診、高血圧や糖尿病がある
ときは治療を適切に行うことが重要であり、
認知症予防にもつながります。

心身の衰えの予防

　介護度によって各サービスが利用できます。高齢者が積
極的に社会活動へ参加し、役割や生きがいを持って地域
の中で継続した活動ができるようになることが重要です。

心身状況に応じた市の介護予防の取り組みの例

総合事業通所サービス

生 き が い ア ク テ ィ ブ 教 室

介護保険デイサービス
・デイケア・訪問リハビリ

筋 力 づ く り 教 室

チャレンジ男性教室・女性教室

まめでいきいき教室

前期高齢者向けの運動教室
栄養や口腔の講座の実施

萌気園元気アップ教室、きたえるーむ、
まちトレ、まこトレ、ゆきつばき

魚沼荘で送迎付き　かごあみや
手芸、絵画、工芸などの実施

地域の集会場で運動・
口腔・栄養・脳トレを実施

各集落センター

要介護 要支援 虚弱高齢者 元気高齢者

○訪問型B（家事支援）担い手研修
○筋力づくりサポーター養成講座

介
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業
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次世代につなげる
　　企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

ネクスト

Minami  Uonuma  NEXT
エム ユー

〒 949-6680　南魚沼市六日町 457-1

☎７７３・２２１２　FAX ７７３・５８９１

株式会社 ナカノアイシステム南魚沼支店

シリーズ �

お客さまの変わらぬ信頼を得るため、技術革新し続ける企業をめざす

　昭和 24 年に新潟市で創業した測量会社で、南魚沼支店は平成６年に開設。測量事業で培ったノウハウを
基に、GIS（地理情報システム）の開発に取り組んでいます。
　GIS とは「コンピュータを用いて地理情報とさまざまな情報を総合的に管理し、その情報を重ね合わせ
て見える化するシステム」です。県内外の各自治体に提供しており、
各自治体の膨大なデータの管理と行政業務の効率化、部署同士の情
報交換の迅速化、住民サービスの向上が図れます。南魚沼市でも導
入され、「公開地理情報システム」などの業務に活用されています。
　南魚沼支店には技術社員も配置し、即時に対応できる小回りの利
くサービスを提供しています。今後は、３次元地図をつくり上げる
ための測量技術革新に注力して陸・海・空すべての地理情報を活用
できる形にし、未来を拓きます。

今の仕事や市の政策などについて語ってもらいました

次世代をつなぐ人　中山 美里さん

市 長　U ターンで南魚沼市に就職したそうですね。
中 山　高校を卒業後、東京に進学して就職したので

すが、東日本大震災をきっかけに南魚沼市に戻り
たいという気持ちが強くなりました。

市 長　職場の環境はどうですか？
中 山　コミュニケーションを大切にしている会社で

す。同僚や先輩など、誰とでも気軽に話ができる
雰囲気があり、何でも相談できます。また、新し
いことに積極的にチャレンジする姿勢を大切にし
てくれます。私も先輩のサポートを受けながら測
量の資格を取得しました。

市 長　会社にはどんなサポートがありますか？
中 山　子育て支援が手厚く、女性職員は育児休暇取

得率が 100 パーセントです。男性職員の育児休暇
の取得も推進していますので、安心して子育てと
仕事の両立ができると思います。また、測量の技
術や知識がない女性でも、しっかりした研修があ

るので安心して働くことができます。
市 長　南魚沼市の政策に何を期待しますか？
中 山　首都圏在住の友人が、子育てをするな

ら自然が多い環境がいいと言っているのを
耳にするので、子育て世代が暮らしやすい
まちづくりを期待します。室内で遊べる施
設が限られているので、天気が悪い時でも
安心して親子が遊ぶことができる施設が分
散してあるといいなと思います。

市 長　首都圏の友人におすすめする南魚沼の
いいところを教えてください。

中 山　南魚沼市のいいところは「食」だと思
います。本気丼やお酒など自信をもって友
人に紹介できるものがたくさんあります。
ふるさと納税で南魚沼産コシヒカリをおす
すめしています。

左から中山 美里さん、林市長

現在南魚沼市で取り組んでいる

森林の３次元計測
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　市の国民健康保険加入者の疾病予防と早期発見・早期治療、健康保持・増進を図るため、下表の検診
機関で人間ドックを受診した場合の費用を助成します。

申請期間　12 月１日㈬～令和４年１月 14 日㈮
受付窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　令和４年４月～令和５年３月
助成額　16,000 円（定額）　　
※申請書と引き換えに受付済証をお渡しします。必ず受付窓口に申請書を提出してください
　基本料金に含まれないオプションなどは、すべて自己負担です

助成対象　※すべてに該当すること　　　　　　　　　　　　　　　　

・昭和62年４月１日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格がある
 （後期高齢者医療制度の加入者は対象外。12ページの助成制度をご利用ください）
・国民健康保険税の滞納がない
・健診結果を、市が閲覧・管理・保存することに同意できる
・健診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる

令和４年度 国保の人間ドック費用助成受付開始

【問合せ・申請】市民課 国保年金係　☎７７３・６６６１

～対象者は市の国民健康保険(国保)の加入者です～

金額と定員 （　）内は胃カメラを希望した場合の金額

検診機関 ドック費用額 差引個人負担額
定員

（全体）

定員

（胃カメラ）

小出検診センター
☎025・792・3365
※日程・内容については、十日町検診センター
 （☎025・752・6196）まで

41,800円
※バリウムのみ 25,800円 上限なし

ゆきぐに大和病院（健友館）
☎777・4477

39,600円
（44,700円）

23,600円
（28,700円） 上限なし 上限なし

湯沢町保健医療センター
☎785・5005

36,300円
（40,150円）

20,300円
（24,150円） 上限なし 上限なし

長岡健康管理センター
☎0258・28・3666

37,400円
（41,800円）

21,400円
（25,800円） 上限なし 上限なし

※ ドック費用額は、令和３年度の額を参考に掲載。令和４年度のドック費用額は、令和４年３月末までに決
まります。基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせください

・申請日からドック受診日までの間に継続して国保に加入している人のみ助成を受けることができます。
・市が行う「住民健診」を受ける場合は、人間ドックの費用を助成できません。
・乳がん・子宮頸がん検診は、人間ドックの基礎項目に入っていません。
・期間内に申請がないと、助成対象となりません。
・助成が受けられるのは、上の表にある検診機関のみです。
・日程などは、検診機関と調整後に通知します。申請状況で、希望月にならない場合があります。

注意点
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枝番

枝番 （市役所記入欄）

注意点
○電話・郵送・ファックスでの受付はできません。
○受付は、先着順です。
○期限内に申請してください。
○受付時に受付済証をお渡します。
○年齢は、令和４年４月１日現在でご記入ください。
 【希望する項目の□にチェック□を記入してください】
　↓太枠の中を記入してください

南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書

 申請期限
令和４年
1月14日㈮

受　付　印

南魚沼市長　あて
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市の行う保健活動のため、
検診機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。

（特定保健指導を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

□小出検診センター

□ゆきぐに大和病院（健友館）

□湯沢町保健医療センター

□長岡健康管理センター

送迎乗車場所

検診希望機関

氏
名

保険証番号②

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□なし　□バリウム

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし
乳腺超音波検査(エコー)

□あり　□なし

□あり　□なし □あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□本庁舎　 □塩沢庁舎　 □大巻開発センター

生年月日
昭和　　年　　月　　日

年齢
歳

検診希望月
□令和　年　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない

胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎

□小出検診センター

□ゆきぐに大和病院（健友館）

□湯沢町保健医療センター

□長岡健康管理センター

送迎乗車場所

検診希望機関

氏
名

保険証番号①

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□なし　□バリウム

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし
乳腺超音波検査(エコー)

□あり　□なし

□あり　□なし □あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□あり　□なし

□本庁舎　 □塩沢庁舎　 □大巻開発センター

生年月日
昭和　　年　　月　　日

年齢
歳

検診希望月
□令和　年　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない

胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎

（市役所記入欄）

令和　　　年　　　月　　　日

世帯主
住  所

氏  名

〒949 ‒
南魚沼市

（アパート・マンション名）

電話番号 ‒　　　　　‒
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１回目 ２回目

(%)

年齢階級別新型コロナワクチン接種率（11 月 21 日時点）
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12歳以上全市民

　新型コロナワクチンの接種に関する、今後の方針についてお知らせします。

　新型コロナワクチンを２回接種した場合でも、時間の経過とともに感染予防効果などが低下すること
が分かっています。感染の再拡大を防ぐため、市では３回目の接種を下記のとおり実施する予定です。

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種情報

【問合せ】新型コロナワクチン接種対策室　☎７７５・７１１４

　ワクチンの接種は、受ける人の同意により行われるものです。職場や周りの人が接種を強制したり、

接種を受けていない人に対し差別的な対応をしたりすることはあってはなりません。

　新型コロナワクチンの３回目接種（追加接種）の実施

　新型コロナワクチンを未接種の人へ

　南魚沼市の新型コロナワクチンの接種率（11 月 21 日現在）

対 象 者
新型コロナワクチンの２回の接種が終了した日から、原則８か月以上経過した、18 歳
以上の人

開始時期
12 月から開始
※２回目の接種が終了し、おおむね８か月が経過する医療従事者から開始します

接 種 券 原則、２回目の接種後６～７か月経過する人に、順次接種券などを発送します。

接種場所
接種の場所や日時は、市で指定しお知らせします。
接種方法は、各医療機関での個別接種または集団接種のいずれかになります。
※住所地外接種を希望する人は、改めて届け出が必要です

そ の 他
新型コロナワクチンとその他のワクチンは、互いに片方のワクチンを受けてから２週
間後に接種できます。

　今後、新型コロナワクチンの接種を希望する人は、12 月中は医療機関で予約のうえ接種してください。
令和４年１月以降は新型コロナワクチン接種対策室にご連絡ください。新型コロナワクチンは予防接種
法に基づく臨時の予防接種で、接種ができる期間は令和４年９月30日㈮までです。（11月16日現在）また、
今後国から配分されるワクチンは主に、追加接種の予定者数や新たに 12 歳になる人数などをもとに配分
数が計画されています。接種期間やワクチンの数に限りがあることから、接種を希望する人は早めに検
討をお願いします。
※市が実施する１回目の集団接種は 11 月に終了しています
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お知らせ
問問合せ  申申込み  日日時　  期期間

時時間　  会会場　  対対象　  資資格

定定員　  費費用　  〆締切　  内内容　

講講師　  相相談員  持持ち物  他その他　

Ｆファックス　　　 メール

６
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日
）
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新
潟
県
の
様
式
に
準
じ
ま
す
。

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※�

各
種
業
務
委
託
、
役
務
の
提
供
は
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
様
式
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

提
出
部
数
・
方
法

　

１
部
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ

イ
ル
（
色
指
定
な
し
）
に
つ
づ
る
）
を
持

参
す
る
か
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

本
庁
舎
２
階

　

財
政
課�

契
約
検
査
班

添
付
書
類

建
設
工
事

①�

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

評
定
値
通
知
書
の
写
し

②�

建
設
業
許
可
申
請
書
別
紙
２
の
写
し

（
新
潟
県
内
に
建
設
業
法
上
の
営
業
所

が
あ
る
場
合
）

③�

南
魚
沼
市
税
の
納
税
証
明
書
（
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
添
付
用
）

④�

法
人
税
（
個
人
の
場
合
は
所
得
税
）
と

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証

明
書

⑤�
委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
に
契
約
の
権

限
な
ど
を
委
任
す
る
場
合
）

⑥�

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
、
特
定
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
の
場
合
は
加
入
証
明
書
の

写
し

⑦
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

⑧�

返
信
用
封
筒
（
審
査
結
果
送
付
用
：
送

付
先
を
記
載
し
、
84
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

①�

参
加
希
望
業
種
の
登
録
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
面

②�

①
が
な
い
場
合
は
営
業
実
績
が
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
面

③�

建
設
工
事
添
付
書
類
の
う
ち
、
③
～
⑧

の
書
類

※�

申
請
様
式
、
作
成
要
領
な
ど
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

市
内
で
は
毎
年
、
除
雪
に
よ
る
人
身
事

故
が
発
生
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
死
亡
事
故

も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
屋
根
雪
下

ろ
し
に
使
用
す
る
安
全
装
備
の
体
験
講
習

会
を
、
県
と
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

日�

12
月
18
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

会
大
和
庁
舎
３
階�

大
会
議
室

定
30
人

費
無
料

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
12
月
16
日
㈭

※�

当
日
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

大
歓
迎
で
す
。

募
集
作
品
　

　
「
冬
季
雑
詠
」
２
句
１
組
（
複
数
の
応

募
も
可
）

応
募
方
法　

大
会
要
項
に
よ
る

※
要
項
は
塩
沢
公
民
館
ま
で

応
募
料　

１
組
１
，０
０
０
円

〆
12
月
23
日
㈭
必
着

発
表　

令
和
４
年
２
月
20
日
㈰

　

令
和
４
・
５
年
度
に
、
市
が
行
う
建
設

工
事
な
ど
の
入
札
と
見
積
り
に
参
加
を
希

望
す
る
事
業
者
は
、
建
設
工
事
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
定
期
申
請
年
（
資
格
の
更
新

年
）
で
す
。
現
在
登
録
が
あ
り
、
継
続
を

希
望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
（
各
種

業
務
委
託
、
役
務
の
提
供
を
含
む
）
も
同

時
に
受
け
付
け
ま
す
。

※�

申
請
は
財
政
課
で
一
括
受
付
。
公
営
企

業
（
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
病
院

事
業
）
へ
の
別
途
提
出
は
不
要

申
請
期
間
　

　

令
和
４
年
１
月
４
日
㈫
～
２
月
４
日
㈮

有
効
期
間
　

　

�

２
年
間
（
令
和
４
年
５
月
１
日
～
令
和

　

鈴
木
牧
之
の
功
績
に
ち
な
ん
だ
雪
譜
ま

つ
り
俳
句
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
初
参
加
も

催
し
・
講
座
・
募
集

問 

・
申 

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

第
64
回
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会

作
品
募
集

問 
・
申 

財
政
課 

契
約
検
査
班

　

☎
７
７
３
・
６
６
７
１

令
和
４
・
５
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

問 

・
申 

総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

屋
根
雪
下
ろ
し
安
全
装
備
の
体
験

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
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履
歴
書
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合

は
、簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
締
切
日
必
着
）

〆
12
月
27
日
㈪

提
出
先　

〒
９
４
９

－

７
３
０
２

　

南
魚
沼
市
浦
佐
４
１
１
５

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院�

経
営
課

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
計
画
に

向
け
て
、
み
ん
な
で
よ
り
一
層
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
、
家

庭
・
職
場
・
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
ご

み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
の
例

・
野
菜
の
切
れ
端
で
エ
コ
レ
シ
ピ

・
ご
み
の
分
別
や
整
理
の
工
夫

※�

実
際
の
取
り
組
み
な
ど
を
取
材
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

申�

氏
名
、
連
絡
先
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア

と
効
果
を
記
入
し
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ

る
提
出
可
）

提 

出
先　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
本
庁
舎

総
合
窓
口
、大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

郵
送
の
場
合　

〒
９
４
９

－

６
４
０
７

　

南
魚
沼
市
島
新
田
７
６
４
番
地

　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

gom
ishori-p@

city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

Ｆ
７
８
２
・
１
６
２
５

〆
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持
ち
で
人

と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
を
、
め
ざ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は
、
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
16
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39
歳
の

若
者

〆
12
月
10
日
㈮

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
令
和
４
年
１
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
１
月
６
日
㈭

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
ま
た
は
南
魚
沼
市

民
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

社
会
福
祉
士　

１
人

受
験
要
件

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

受
験
申
込
書
を
提
出
す
る
時
点
で
社
会
福

祉
士
の
資
格
を
有
し
、
地
方
公
務
員
と
し

て
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

試
験
日

　

　

令
和
４
年
１
月
15
日
㈯

試
験
会
場　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

試
験
科
目

　
作
文
、
面
接

採
用
日　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

受
験
申
込
書
配
置
場
所

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院�

経
営
課
（
ゆ
き

ぐ
に
大
和
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

申�

受
験
申
込
書
に
、
申
込
日
前
６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
３
枚
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
、
１
枚
は
申
込
書
に
貼
付
）
と

Ｉ
Ｔ
活
用
基
礎
科

対�

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
知
識
・
技
能

を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期�

令
和
４
年
１
月
27
日
㈭
～
５
月
26
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会�

キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室
〔
魚

沼
市
佐
梨
６
３
１
‐
２
〕

定
14
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
１
月
６
日
㈭

ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル

内�

ラ
ン
プ
制
御
・
木
材
加
工
・
壁
塗
り
施

工
・
金
属
加
工
の
体
験

対�

電
気
・
大
工
・
左
官
・
機
械
の
仕
事
に

興
味
が
あ
る
人

日
12
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

費
無
料

〆
12
月
14
日
㈫　

午
後
５
時

Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
電
気
設
備
設
計
１

（
基
本
操
作
）

対�

Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
用
し
た
電
気
設
備

設
計
を
学
び
た
い
人

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問 

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
室

☎
７
８
２
・
０
２
６
３

「
わ
た
し
の
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

問  

・
申 

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院 

経
営
課

☎
７
７
７
・
２
１
１
１

南
魚
沼
市
立
病
院
職
員
募
集

問 

・
申 
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

令
和
４
年
１
月
入
校
生
募
集

問 

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催
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く
だ
さ
い
。

〆
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

提 

出
先　

税
務
課�

資
産
税
班
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　

寒
く
な
る
と
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
に

よ
り
、
灯
油
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
、

灯
油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の

多
く
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油
中
に

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
で

す
。

　

河
川
な
ど
に
流
出
し
た
油
の
回
収
・
処

理
費
用
は
、
流
出
さ
せ
た
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・�

給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
。

目
を
離
さ
な
い
。

・�

給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ

を
確
実
に
閉
め
る
。

・�
配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か
定
期
的

に
点
検
す
る
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

・�

防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た
と
き
の

受
け
皿
）
や
自
動
停
止
す
る
給
油
補
助

器
具
を
設
置
す
る
。

灯
油
が
流
出
し
た
ら

・�

布
き
れ
や
新
聞
紙
で
灯
油
が
水
路
に
流

れ
出
な
い
よ
う
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
な
ど
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
水

で
は
洗
い
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

速
や
か
に
消
防
署
か
市
役
所
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

　

☎
７
８
２
・
９
１
１
９

消
防
大
和
分
署

　

☎
７
７
９
・
４
６
０
０

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
12
月
16
日
㈭　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
12
月
15
日
㈬　

正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受
付
：
午

前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
し
込
み
時
に
相
談
員
が
概

要
を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
）

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類
１

点
（
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
氏
名

と
生
年
月
日
記
載
の
診
察
券
な
ど
。
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
２
点
）

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
（
交
付

時
の
み
）

※
顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し
ま
す

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の

事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
の

有
形
資
産
の
こ
と
で
す
。
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
消
雪
設
備
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
の
大

型
特
殊
自
動
車
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
、
固
定
資

産
の
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
を
所
有

す
る
事
業
者
は
、
所
有
状
況
を
記
入
し
た

申
告
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
資
産
は
、
申
告
不
要
で
す
。

　

継
続
申
告
の
事
業
者
に
は
、
申
告
書
を

12
月
中
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で
き
な
い

人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
受
付
と
交
付
、
更
新
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

　

交
付
は
、
原
則
３
日
前
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。（
当
日
申
し
込
み
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は
行
い
ま

せ
ん

開
設
日
時

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　

令
和
４
年
１
月
12
日
、
26
日
、

　

２
月
９
日
、
16
日

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

日
曜
窓
口

　

令
和
４
年
１
月
23
日
、
30
日
、

　

２
月
13
日
、
27
日

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口　

市
民
課

申�

受
付
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

　

☎
７
８
８
・
１
７
８
０

持
・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
１
点

問  
税
務
課 

資
産
税
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
８

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

問  

環
境
交
通
課

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

問  

・
申 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

問 

市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、

交
付
な
ど
の
時
間
外
・
日
曜
窓
口

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

く
ら
し
・
相
談
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

地
下
水
だ
け
に
頼
ら
な
い

　

消
雪
パ
イ
プ
と
人
力
に
よ
る
除
雪
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
融
雪
効
果
は
上
が
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
位
な
ど
の
情
報

　

基
準
地
下
水
位
（
11
月
30
日　

午
前
９

時
）
と
比
べ
た
水
位
を
、
12
月
１
日
㈬
か

ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

す
。
地
盤
は
沈
下
す
る
と
、
完
全
に
は
元

に
戻
り
ま
せ
ん
。
消
雪
で
の
地
下
水
利
用

が
増
え
て
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
対
策
と
し

て
地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
必
要
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
全
体
で
節
水
へ
の
取
り
組
み
を

　

市
内
の
井
戸
の
本
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
量
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
節
水
意
識
を

持
ち
、散
水
を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
を
必
要
以
上
に
使
わ
な
い

　

降
雪
検
知
器
や
消
雪
パ
イ
プ
ノ
ズ
ル
の

点
検
・
調
整
を
行
い
、

無
駄
な
運
転
や
不
要

な
散
水
の
削
減
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

早
期
に
散
水
を
中
止

し
ま
し
ょ
う

　

２
月
中
旬
以
降
の

温
暖
期
に
入
り
、
建

物
の
保
全
に
影
響
し

な
い
程
度
で
あ
れ
ば

散
水
を
や
め
ま
し
ょ

う
。

適
切
な
運
転
管
理
に

よ
る
節
水
を

　

降
雪
検
知
器
で
の

自
動
運
転
に
頼
ら

ず
、
積
雪
の
状
況
を

見
て
、
こ
ま
め
に
電

源
を
切
り
ま
し
ょ

う
。

相
人
権
擁
護
委
員

・�

勝
又�

由
美
子
〔
金
城
〕

・�

羽
吹�

正
〔
押
出
〕

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

　

あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・

高
等
学
校
不
登
校
な
ど
に
悩
む
義
務
教

育
終
了
～
39
歳
の
若
者
や
家
族

日
①
12
月
21
日
㈫　

午
後
２
時
～
３
時

　

②�

令
和
４
年
１
月
13
日
㈭　

午
前
10
時

～
11
時

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

〆
①
12
月
17
日
㈮

　

②
令
和
４
年
１
月
11
日
㈫

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他�

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談
に
、

随
時
応
じ
ま
す
。

　

市
内
の
地
盤
沈
下
の
原
因
は
、
消
雪
パ

イ
プ
の
使
用
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
で

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
仕
事
が
続
か

な
い
」「
家
族
が
閉
じ
こ
も
り
・
ひ
き
こ
も

り
が
ち
だ
」「
物
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な
ど

の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど

の
相
談
に
、
心
の
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。

日
12
月
20
日
㈪　

午
後
２
時
～
４
時

会
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
12
月
16
日
㈭　

午
後
５
時

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、
相

談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・�

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

日
12
月
11
日
㈯　

　

�

午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
：
午
後
３
時

ま
で
）

会
市
民
会
館
２
階�

婦
人
会
館�

和
室

問 
・
申 

保
健
課

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

専
門
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
会

問 

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

問 

法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問 

環
境
交
通
課　☎

７
７
３
・
６
６
６
６

地
盤
沈
下
を
抑
制
す
る
た
め
地
下

水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※市ウェブサイトで順次公表します
公表する地下水位情報例
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
１
回
の
乗
車
に
つ

き
、
料
金
総
額
の
範
囲
内
で
６
枚
ま
で
利

用
可
。
必
ず
手
帳
を
提
示
し
て
ご
乗
車
く

だ
さ
い
。

受
付
窓
口　

　

�

福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免
申
請
は
、

今
ま
で
市
役
所
窓
口
で
申
請
手
続
き
が
必

要
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
直
接
郵
送
し
て

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

減
免
の
手
続
き
に
必
要
な
申
請
書
な
ど

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
直
接

取
得
で
き
ま
す
。

※�

減
免
の
対
象
に
は
、
全
額
免
除
と
半
額

免
除
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書

類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
報
６
月
１
日
号

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

郵
送
申
請
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
７
・
０
７
７

　
（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

　

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
必
要
で

次
の
対
象
と
な
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
手
帳
を
所

持
し
、
①
か
②
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
４
級
）

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※�

人
工
透
析
等
通
院
費
助
成
の
受
給
者

と
、
自
ら
車
の
運
転
を
行
わ
ず
、
す
で

に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く

①�

75
歳
以
上
で
冬
期
間
（
12
月
～
翌
年
3

月
）
に
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い

②�

人
工
透
析
の
治
療
者
で
体
調
不
良
の
た

め
、
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い

申
請
に
必
要
な
も
の

　
�

前
記
の
手
帳
（
重
複
し
て
所
持
す
る
人

は
す
べ
て
の
手
帳
）

交
付
枚
数
　

　

１
人
10
枚
（
１
枚
あ
た
り
５
０
０
円
）

有
効
期
限　

交
付
さ
れ
た
年
度
内

利
用
方
法

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
裏
面
に
記
載
の
タ
ク

Ｑ�

．
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い
つ
？

Ａ�

．
６
月
で
す
。
５
月
に
検
針
を
再
開

し
、
６
月
に
精
算
を
し
ま
す
。
５
月
の

検
針
ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る
場

合
は
、
そ
の
と
き
に
精
算
し
ま
す
。
精

算
料
金
は
、
郵
送
さ
れ
る
「
冬
期
精
算

通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

．
実
際
の
使
用
水
量
で
料
金
を
支
払
う

に
は
？

Ａ�

．
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

報
告
す
る
「
自
主
検
針
」
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
ご
注
意
を

　

倉
庫
や
作
業
所
、地
区
の
集
会
所
な
ど
、

水
道
の
利
用
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
注
意

が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を
行
い
、
漏
水

を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
休
止

手
続
き
を

　

休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ

ん
。

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の

営
業
時
間

月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

　

冬
期
間
（
12
月
～
４
月
）
は
、
積
雪
の

た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
期
間
は
、
概
算
料
金
で
毎
月
請
求

を
し
ま
す
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

Ａ�

．
前
年
の
使
用
水
量
か
ら
推
計
し
た
料

金
で
す
。前
年
の
冬
期
間
使
用
水
量（
前

年
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直
近
の

使
用
水
量
）
か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の

水
量
を
認
定
し
ま
す
。
認
定
水
量
を
も

と
に
計
算
し
た
料
金
が
、
冬
期
概
算
料

金
で
す
。

Ｑ 

．
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す
れ
ば
わ

か
る
の
？

Ａ�

．
１
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
冬
期
認
定

通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

．
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
で
き
る

の
？

Ａ�

．
で
き
ま
す
。
認
定
水
量
と
実
際
の
使

用
水
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
や
、

使
用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問   
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
８
８
・
０
２
２
０

※
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す

健
康
・
福
祉

問  

・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
て
い
ま
す

問  

・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
減
免
の
申

請
は
郵
送
で
手
続
き
で
き
ま
す
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

費
用
や
基
本
検
査
・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の

内
容
は
、
受
診
を
希
望
す
る
検
診
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
12
月
３
日
～
９
日
は
、
障
が
い
者

週
間
で
す
。

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
、

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
者
と
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談

な
ど
に
障
が
い
者
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
の
内
容
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

対�

身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族

相�

（
委
託
期
間
：
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

ま
で
）

・�

清
塚�

登

　

☎
７
７
７
・
３
５
７
９

・�

林�

秀
夫

　

☎
７
８
２
・
９
６
９
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支

給
し
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し

た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
条
件
（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

・�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
・�

保
険
料
の
滞
納
が
な
い

・�

令
和
４
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

・�

市
と
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
、
健
診
結
果
を
閲
覧
、
管
理
、
利

用
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る

対
象
受
診
期
間

　

　

令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月

補
助
金
額　

１
０
，０
０
０
円

〆
令
和
４
年
５
月
31
日
㈫

申�

市
民
課�

国
保
年
金
係
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

※�

電
話
受
付
は
市
民
課�

国
保
年
金
係
の

み

　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
は
、
住
民
健

診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の

問 

・
申 
市
民
課 

国
保
年
金
係　

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

午前：月曜～土曜　　�〈受付〉� 8：00～11：00　〈診療〉� 9：00～
午後：月曜、水～金曜�〈受付〉�12：30～15：00　〈診療〉�13：30～
　　　㊟　火曜　　　�〈受付〉�12：30～15：30　〈診療〉�14：00～

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間

◎来院時はマスクの着用をお願いします。 【問合せ】  城内診療所　☎ 775･2009

月 火 水 木 金 土 日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

髙　橋 髙　橋 髙　橋 休  診 休  診

６日 ７日 ８日 ９日 10 日 11 日 12 日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休  診

20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 髙橋 休診 休  診

27 日 28 日 29 日 30 日 31 日

休　診 田　中 休　診 休　診 休　診

◎ 自宅まで送迎（午前のみ）します。（原則、城内・五十沢・大巻・大崎地区）電話か窓口でお申
し込みください。

◎インフルエンザ予防接種は予約不要です。火曜日は定期受診者のみの接種となります。

問  

・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
週
間
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

・
料
金
等
口
座
振
替
依
頼
書

・
加
入
者
と
障
が
い
者
の
住
民
票

・
加
入
者
の
告
知
書

・�

障
が
い
の
種
類
・
程
度
を
証
明
す
る
も

の
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な

ど
）

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
ひ
ろ

げ
よ
う
！

　

初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回
「
冬
の
親
子
サ
ロ
ン
」

日
12
月
16
日
㈭　

　

�

午
前
10
時
～
11
時
（
受
付
：
午
前
９
時

30
分
～
）

会
市
民
会
館
２
階�

研
修
室
・
会
議
室

内
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

対�

０
～
４
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
な

ど
費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

持�

水
分
補
給
の
た
め
、
飲
み
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
と
は

　

障
が
い
者
の
保
護
者
が
加
入
者
と
な

り
、一
定
期
間
に
掛
金
を
納
め
る
こ
と
で
、

万
が
一
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
や
重

度
障
が
い
を
負
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
者

に
終
身
の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

掛
金
　

　

�

１
口
に
つ
き
月
額
９
，３
０
０
円
～

　

２
３
，３
０
０
円

※
加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

�

障
が
い
者
１
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入

で
き
ま
す

年
金
支
給
額

　

　

１
口
に
つ
き
月
額
２
万
円

加
入
者
の
要
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

①
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
保
護
者

②�

加
入
年
度
の
４
月
１
日
時
点
の
年
齢
が

65
歳
未
満

③
特
別
な
疾
病
や
障
が
い
が
な
い

障
が
い
者
の
要
件
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①
知
的
障
が
い
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
所
持
者

③�

精
神
か
身
体
に
①
か
②
と
同
程
度
の
永

続
的
な
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
持
・
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請
書

ン
）

・�

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
）

・�

大
腸
が
ん
検
診
（
検
便
）

・�

子
宮
頸
が
ん
検
診（
子
宮
頸
部
細
胞
診
、

内
診
）

・�

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

そ
の
他
の
検
診

　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
41
・
46
・
51
・

56
歳
の
女
性
が
対
象
。
手
首
の
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
）

健
診
当
日
オ
プ
シ
ョ
ン

　

前
立
腺
が
ん
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

※�
心
電
図
検
査
と
眼
底
検
査
は
基
礎
健
診

を
受
け
る
40
～
74
歳
の
市
の
国
保
加
入

者
の
み
対
象

市
の
国
保
以
外
の
特
定
健
診
対
象
者

　

40
～
74
歳
で
、
市
の
国
保
以
外
の
医
療

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
医
療
保
険
者
か

ら
送
付
さ
れ
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を

確
認
し
て
、
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
健
診
調
査
票
を
、
１
月
上
旬
に
全

世
帯
へ
発
送
予
定
で
す
。

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
住
民
健
診
の

申
し
込
み
と
、
健
診
状
況
調
査
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
住
民
健
診
を
希
望
し
な
い
場
合

も
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
検
診
を
含
む
住
民
健
診
は
、
す
べ

て
申
し
込
み
制
で
す
。
申
し
込
み
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
健
診
調
査
票
の
記
入
　

　

世
帯
全
員
分
の
項
目
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限
　

　

令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

提
出
方
法

　

　

直
接
提
出
す
る
か
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
84
円
切
手
を
貼
付
）メ
ー
ル
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込
み
可

提
出
先

　

　

保
健
課
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

基
礎
健
診
　

　

16
歳
以
上
が
対
象
。
た
だ
し
、
40
～
74

歳
は
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、国
保
）

加
入
者
の
み
が
対
象

各
種
が
ん
検
診

・�

肺
が
ん
、
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

子
育
て
・
教
育

問  
保
健
課　

　

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

令
和
４
年
度
住
民
健
診
の
受
付
開
始

問  

社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　

☎
７
７
３
・
６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

問  

・
申 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
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①第３期（１月～３月）水泳教室　参加者募集

〆12月12日㈰　16：00
申ディスポート南魚沼に用意してある申し込み用紙に必要事項を記入し、フロントにご提出ください（電
　話申込不可）
選�考方法　申し込みが定員を超えた場合、12月15日㈬ 17:00 から抽選（落選の場合のみ、当日電話で

連絡します）

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼

12月の休館日  毎週月曜日
年末年始の休館  12月28日㈫～
　令和４年１月３日㈪
※12月25日㈯・26日㈰の営業は、
　９：00～17：00。プールの利用不可

コース 開催曜日・時間 対象者：対・内容：内
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日　12：00～12：50

対� 令和４年１月31日時点で３歳以上
のオムツがとれている未就学児と
保護者

内親子で水慣れ

新規

1,000 円

再受講

4,000 円

１教室に

つき

5,000 円

ミニアク

アのみ

2,500 円

幼　児
水～土曜日 全５コース

 ※時間は曜日で異なります

対令和４年１月31日時点で５歳以上
　の未就学児
内水慣れから初歩のクロール

初　級
水～土曜日 全８コース

 ※時間は曜日で異なります

対小学生
内 水慣れ・顔つけから、中級コースを

めざす小学生
新規

無 料

再受講

4,000 円

ＪＳＣ会員 

3,500 円

２教室目から

4,000 円

ミニアクアが

２教室目か

再受講

2,000 円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース
火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

対16歳以上の女性
内クロールが泳げるように

一　般

水曜日　19：00～20：00 対中学生以上
内顔つけ・水慣れから

金曜日　13：00～14：30 対16歳以上
内４泳法の上達

シニア 水曜日　14：00～15：00 対おおむね60歳以上
内水泳による筋力・体力づくり

水
中
運
動
教
室

アクア
エクササイズ 水曜日　11：10～12：00

対16歳以上
内 水の抵抗を利用した筋力・体力アッ

プ
ミニアクア 木曜日　14：20～14：50

水中歩行 金曜日　11：00～12：00

新規 今年度初めて参加する人　再受講 今年度受講経験のある人　ＪＳＣ会員 ジュニアスポーツクラブ会員

・受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
・ 未就学児は、保護者が会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）
・ 締切り後、空きがある場合、12月16日㈭ ９：00～26日㈰ 17：00に先着順で追加募集を実施（２教室

目も可）
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新春初泳ぎ！プール無料開放イベント

　プールを無料で開放します。水温・室温は 30℃程度。冬でも寒さをあまり感じ
ずに楽しむことができます。定期券の利用者には、プール利用無料券を１枚差し上
げます。
　この機会に、ぜひおこしください。新年の運動初めはディスポートで泳いでみま
せんか。
日令和４年１月４日㈫　10：00～16：00
※アリーナ、ランニングトラック、トレーニングルームは 9：0 0 ～ 1 7：0 0 の営業

対象となる教室 指定キャップの色

親子水泳教室 ピンク色（子どものみ対象）

幼児水泳教室 ピンク色

初級水泳教室 黄色

中級水泳教室 青色

上級水泳教室 白色

長期水泳教室 白色

〆 12月８日㈬　21：00
申 ディスポート南魚沼に用意してある申し込み用紙に必要事項を記入し、フロント

にご提出ください（電話申し込み不可）
選考方法　12月９日㈭ 19：00から泳力テストを行います（入場料無料）

②長期スイミングスクール（通年）　参加者募集

コース 期　間 開催曜日・時間 参加対象者 回　数
受講料

会　員 一　般

イルカ

＜通年＞
後期

１月～３月

木曜日
20：00～21：00

対 小学生以上

泳�力  ２泳法で 25 ｍ以
上泳げること

全 11 回

新規

無 料
継続

4,400 円
ＪＳＣ会員

3,850 円

5,500 円

・受講料のほかに、プール入場料が必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで

　令和４年度から子どもの水泳教室に限り、指定スイミングキャップ（スポパラロゴ印刷あり）を導
入します。
　第３期水泳教室を移行期間として、キャップの販売を開始します。ご理解とご協力をお願いします。
スポパラ指定キャップ　
価格　800 円（消費税込み）

水泳教室指定スイミングキャップ導入のお知らせ

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板
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12月の開館日時

問
・
申 
南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３
・
６
６
７
７

　　　　　㊊～㊎ 9：30～20：00
　（㊏㊐㊗19：00まで）   休館 ： ２日㈭、16日㈭、31日㈮
南魚沼市

　　　　　☎７７７・４６７１
　㊋～㊐㊗ 9：00～19：00   休館 ： 毎週月曜日、
　29日㈬～31日㈮

大　　和

　　　　　☎７８２・０１００
　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）
　休館 ： 29日㈬～31日㈮

塩　　沢

の
絵
本
の
読
み
き
か
せ
。

対
乳
幼
児
・
保
護
者

　
「
年
末
年
始
に
役
立
つ
本
」「
ク

リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」「
冬
を

元
気
に
過
ご
そ
う
」「
２
０
２
１

年
の
話
題
本
」「
特
集
・
鎌
倉
時

代
」「
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

　

11
月
18
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

12
月
16
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
。
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

る
か
も
？

日
�12
月
17
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
大
和
公
民
館

内
手
袋
人
形
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ

　

ア
タ
ー
、
工
作
な
ど

対
乳
幼
児
・
保
護
者

対
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

「
冬
構
え
」

日
�12
月
９
日
㈭　

午
前
10
時
～
11

　

時
40
分
（
１
０
０
分
）

会
図
書
館 

多
目
的
室

対
一
般
・
高
齢
者

定
30
人
（
先
着
順
）

「
く
ま
の
ア
ー
ネ
ス
ト
お
じ
さ
ん

と
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
」

日
�12
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

　

～
11
時
35
分
（
62
分
）

会
図
書
館 
多
目
的
室

対
子
ど
も
・
一
般

定
30
人
（
先
着
順
）

日
�12
月
５
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

日
毎
週
水
曜
日

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な
い
い

な
い
ば
あ
」
な
ど
乳
幼
児
向
け

費
無
料

申 

電
話
か
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
可
）

※
新
着
図
書
は
館
内
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ

　

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

《
よ
み
も
の
》

・   

放
下 

横
村　
　

出

・  

舞
風
の
ご
と
く 

 

あ
さ
の
あ
つ
こ

・  

民
王 

池
井
戸　

潤

・  

ペ
ッ
パ
ー
ズ
・
ゴ
ー
ス
ト

 

伊
坂
幸
太
郎

・  

月
と
日
の
后 

冲
方　
　

丁

・
涅
槃　

上
・
下 

垣
根　

涼
介

・  

砂
に
埋
も
れ
る
犬

 

桐
野　

夏
生

・  

ブ
ル
ー
ス
Ｒ
ｅ
ｄ

 

桜
木　

紫
乃

・  

輝
山 

澤
田　

瞳
子

・  

か
ぞ
え
き
れ
な
い
星
の
、
そ
の

次
の
星 

重
松　
　

清

・  

灼
熱 

葉
真
中　

顕

・  

カ
ミ
サ
マ
は
そ
う
い
な
い

 

深
緑　

野
分

・ 

北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス

 

伏
尾　

美
紀

・  
Ｎ 

道
尾　

秀
介

・   
老
虎
残
夢 

桃
野　

雑
派

・ 

ル
パ
ン
の
絆 

横
関　
　

大

・  

沈
黙
の
ち
か
ら 

若
松　

英
輔

・  

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ふ
れ
る

 

吉
田　

修
一

・  

あ
の
こ
ろ
な
に
し
て
た
？

 

綿
矢　

り
さ

・  

野
生
の
ア
イ
リ
ス

 

ル
イ
ー
ズ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク

《
そ
の
他
》

・  

新
潟
の
ト
リ
セ
ツ

・  

見
る
だ
け
Ｉ
Ｔ
用
語
図
鑑

 

２
７
８　
　
　
　

草
野　

俊
彦

・  

テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談 

 

加
藤　

諦
三

・  

鎌
倉
殿
と
執
権
北
条
氏

 

坂
井　

孝
一

・  

北
里
柴
三
郎 

上
山　

明
博

・  

ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト

で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー　

２

 

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

・  

つ
ぶ
さ
な
い
子
育
て

 

高
濱　

正
伸

・
自
分
の
腸
を
見
て
み
た
い

 

藤
田
紘
一
郎

・ 

お
う
ち
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

習
慣 

杉
岡　

充
爾

・ 

40
歳
か
ら
の
予
防
医
学

 

森　
　

勇
磨

・ 

世
界
を
変
え
る
１
０
０
の
技
術

・ 

火
星
に
住
む
つ
も
り
で
す

 

村
木　

風
海

・ 

米
の
科
学 

高
野　

克
己

日
�12
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
、
午
前

　

11
時
15
分
～
11
時
45
分

会
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

内 

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
「
サ
ン
タ

が
町
に
や
っ
て
く
る
」「
お
も

ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
な
ど

定
30
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
展
示

新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介

図 

書 

館

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

お
は
な
し
の
じ
か
ん

読
書
の
つ
ど
い

絵
本
の
へ
や

幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板
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催
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北越雪譜いろはかるたから
　「けふこえて」の「て」

　「寺の雪　氷柱たたいて
　　　　　　　　大雪崩」
　天昌寺の住職が本堂の
氷柱をコシキで叩いて落
とそうとしたら、本堂の
雪がなだれ、住職も一緒
に押し流された。

南魚沼市民会館
受付 ８：30 ～ 17：15
12月の休館：毎週月曜日

☎ 773·5500　Ｆ 772·8161
URL http : //www.6bun.jp/kaikan/

期 12月23日㈭まで
　『ガンバの冒険』シリーズや『ちーたーのロンボ』
の挿絵などを描いた薮内正幸氏の個展です。

　今では、パプアニューギニアからの持ち出しが
禁止されている、貴重な民族美術のコレクション
を多数展示。

「ジュニア学芸員鑑賞ガイド」を配信中

常設展

企画展

～彫
ほ

る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」

期令和４年２月28日㈪まで

文化施設

　現代に活躍した日本画家の加山は、父が西陣織
の図案家で、物心つくころには絵筆を握り、若く
して画才を発揮。本展は加山又造生誕 105 周年を
記念し、当館が所蔵する加山の作品を展示。

　南魚沼市民合唱団うおぬま Lirica によるコンサー
ト。頑張っているすべての人へうおぬま Lirica から
エールを送ります。
日 12月５日㈰　13：30～（開場13：00）
会市民会館 大ホール
入場料　無料
※ 事前に整理券を市民

会館窓口でお求めく
ださい

問南魚沼市民合唱団
　うおぬまLirica（志太）
　☎ 090・7231・7521

冬期割引を行います

　冬期間は会場利用料と付属設備利用料が、通常
の８割相当額となります。ぜひ、ご利用ください。
※ 営利目的などの催しを除く。詳しくは、お問い

合わせください
期12月１日㈬～令和４年３月31日㈭

　トミオカホワイト美術館の公式
YouTube チャンネルで、八海中学
校の生徒が富岡惣一郎や好きな作品
を紹介しています。

動物画家・薮内正幸　絵本の世界

期令和４年１月18日㈫まで
　日本中が勇気づけられた東京オリンピック。日
本人選手の活躍を報道写真で振り返ります。

日本雑誌協会「東京オリンピック報道写真展」

加
か や ま ま た ぞ う

山又造展

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）

うおぬまL
リ リ カ

iricaコンサートWonderful Time♪
～あなたにエール～

鈴木牧之記念館
開館 ９ ：00 ～ 16：30

12月の休館：７日㈫、14日㈫、21日㈫

☎・Ｆ 782·9860　URL http : //www.6bun.jp/bokushi/

¥  大人 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料）

年末年始の休館：12月 22㈬～１月４日㈫

池田記念美術館
開館９：00 ～ 17：00（入館終了 16：30）

12月の休館：毎週水曜日

☎ 780･4080  Ｆ 777･3815  URL http://www.ikedaart.jp

¥  一般 500 円／高校生以下無料

年末年始の休館：12月 24日㈮～１月５日㈬

トミオカホワイト美術館

☎ 775･3646　Ｆ 775･3650　URL http://www.6bun.jp/white/

¥  一般 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料 )

開館 10：00 ～ 17：00（入館終了 16：30)

12 月は休館します（※資料の燻蒸と整理のため）

年始の休館：１月１日（土・祝）～５日㈬

年末年始の休館：12月29日㈬～１月３日㈪

今泉記念館アートステーション
開館９：00 ～ 17：00（入館 16：30まで）

12月は毎日開館します

☎ 783･4500  Ｆ 783･3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
¥  一般 500 円 / 小中高 250 円

年始の休館：１月１日（土・祝）
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県
内
の
雪
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
や
通
勤
・
通
学
な
ど

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

主
な
情
報

・ 

県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
（
降
雪
量
予

測
、
気
象
現
況
、
過
去
の
降
積
雪
統
計

デ
ー
タ
）

・ 

各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク

・ 

気
象
情
報
の
ほ
か
、
観
光
や
ゲ
レ
ン
デ

の
情
報
な
ど
の
リ
ン
ク
集

閲
覧
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
か
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
新
潟
県
の
雪
情
報
」

で
検
索
）
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

利
用
可
能
期
間　

12
月
１
日
㈬
～
令
和
４

　

年
３
月
31
日
㈭
（
午
前
10
時
と
午
後
４

　

時
の
２
回
更
新
）

　

南
魚
沼
市
議
会
の
12
月
定
例
会
を
開
催

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
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し
ま
す
。

会
本
庁
舎
３
階 

議
場

日
程
（
予
定
）

12
月
６
日
㈪

　

市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議
ほ
か

12
月
８
日
㈬
～
10
日
㈮

　

各
常
任
委
員
会

12
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬

　

一
般
質
問

12
月
17
日
㈮

　

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

傍
聴
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
・
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

他 

日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
の
通
告
内
容

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
一
般
質
問
当
日
に
、
通
告
内
容
を

ま
と
め
た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿

直
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。

※ 

正
式
な
日
程
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

12
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪
ま
で
「
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
期
間
中
の
夕
暮
れ
時
に
、
交
通
指

導
車
で
巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

掲 

示 

板

ス 

ロ
ー
ガ
ン

　
「
冬
の
道　

譲
る
心
で　

安
全
確
保
」

運 

動
の
重
点

・
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
冬
道
の
安
全
走
行

　

飲
酒
運
転
は
、重
大
な
犯
罪
で
す
。「
飲

酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動

　

南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
・
湯
沢
町
の
２
市

１
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
食
品
ロ
ス
削
減

運
動
で
す
。食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
！

食
品
ロ
ス
と
は

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食

品
の
こ
と
を
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

問 

廃
棄
物
対
策
課☎

７
８
２
・
０
３
３
９

お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
実
施
中

～
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
～

国
内
の
食
品
ロ
ス
の
量
は
年
間
６
０
０
万

ト
ン
を
超
え

る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
税
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を

公
売
し
ま
す
。

※ 

実
施
内
容
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
中
止
の
場
合

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
公
売
物
件

所
在　

大
月
１
４
４
０
番
19

地
目
・
種
類　

宅
地
と
住
宅

見
積
価
額　

80
万
７
千
円

公
売
保
証
金　

９
万
円

入
札
日
時　

12
月
21
日
㈫　

午
前
10
時

入
札
会
場　

本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

売
却
決
定
（
代
金
納
付
）

　

令
和
４
年
1
月
11
日
㈫

※ 

公
売
物
件
の
内
覧
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
人
数
制
限
あ
り
）
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

六
日
町
駅
施
設
の
利
用
規
制

問 

新
潟
県 
知
事
政
策
局 

地
域
政
策
課

　
　

  

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
０
８
８

新
潟
県
内
の
雪
情
報

六
日
町
駅
施
設
の
利
用
規
制

問 

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
７
７
３
・
６
６
５
０

市
議
会
12
月
定
例
会
の
開
催

六
日
町
駅
施
設
の
利
用
規
制

問 

環
境
交
通
課

　
　
　
　
　
　

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

六
日
町
駅
施
設
の
利
用
規
制

問 

税
務
課 

収
税
班

　
　
　
　
　
　

☎
７
７
３
・
６
６
６
９

不
動
産
公
売
情
報
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沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
内

に
、
沖
縄
戦
で
の
戦
没
者
す
べ
て
の
名
前

を
刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の
礎い

し
じ

」
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
追
加

刻
銘
が
で
き
ま
す
。

対 

昭
和
19
年
３
月
22
日
～
昭
和
21
年
９
月

７
日
に
沖
縄
県
区
域
と
南
西
諸
島
周
辺

で
、
沖
縄
戦
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〆
12
月
14
日
㈫

　

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
病
院
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
な
ど

に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
市
民
の
活
動
で

す
。

　

今
年
の
贈
り
先
は
、
魚
沼
基
幹
病
院
小

児
科
病
棟
に
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
と
、

総
合
支
援
学
校
・
小
出
特
別
支
援
学
校
の

問  

新
潟
県 
福
祉
保
健
総
務
課

　 

援
護
恩
給
室

　

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
０

沖
縄
戦
戦
没
者
の
名
前
を

刻
銘
し
て
い
ま
す

問 

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
う
お

　 

ぬ
ま
（
島
田
）　

　

 

☎
０
９
０
・
８
２
５
３
・
１
９
５
４

　 
 iza

y
a
6
1
1
1
@

y
a
h
o
o
.c

o
.jp

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

う
お
ぬ
ま
２
０
２
１

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

あ
な
た
も
本
を
贈
っ
て
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

期
12
月
１
日
㈬
～
13
日
㈪

協 

力
書
店
　
六
日
町
・
塩
沢
・
堀
之
内
の

個
人
経
営
書
店

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

サ
ン
タ
に
な
る
方
法　

① 

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表
示
が
あ

る
協
力
書
店
で
、
贈
り
先
と
な
る
子
ど

も
の
性
別
・
年
齢
な
ど
が
書
か
れ
た

カ
ー
ド
を
選
ぶ

②
本
を
購
入
す
る

③ 
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
匿
名
で
ひ
と
こ

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
か
く

　

購
入
し
て
い
た
だ
い
た
本
は
き
れ
い
に

包
装
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
と
支
援
学
校
に
お
届
け
し
ま

す
。
本
の
購
入
者
に
は
、「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
認
定
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

 問 八色の森公園管理事務所　☎７８０ ・４５６０八色の森から��

　公園や周辺で見られる生物などを紹介します
セグロセキレイ

　八色の森では、ハクセキレイ、セグロセキレイ、キセキレイの三種のセキレイが見られます。
　令和元年 12 月１日号の市報で、ハクセキレイの特徴は顔が白く、黒い過

か が ん せ ん

眼線（目を通る線状の模
様のこと）があることを紹介しました。一方、セグロセキレイは顔が黒く、額・眉・喉が白いのが特
徴です。
　前回、ハクセキレイに押されてセグロセキレイの生息範囲が狭まってきていると紹介しましたが、
幸いなことに八色の森ではまだ両種が光の池
で追いかけっこなどをしている様子が、しば
しば見られます。
　セグロセキレイは、水生昆虫を主な餌とし
ているため、魚野川や水無川などの礫河原が
本来の生息地です。公園には水に惹かれてやっ
て来るものの、あまり長居はしないようです。
ハクセキレイは同様に水生昆虫も食べるので
すが、地上の虫や、飛ぶ虫なども捕まえて食
べるので、セグロセキレイよりは融通が効く
ようです。
　セキレイは冬の公園で観察できる数少ない
鳥の一種です。

セグロセキレイ

ハクセキレイ

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板
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　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し、令和２年度に完成した公共工事で、特に優
秀な成績をおさめた５工事と、５人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

優良工事・優秀技術者表彰式　優良工事５件・優秀技術者５人を表彰
　　　　　　　　　　　　　　　   問財政課　契約検査班　☎７７３・６６７１

11月19日㈮

受注者　株式会社 島田組 
優秀技術者　永井 洋樹さん
受賞 理由

　 　一級河川水無川の左岸に排水樋管を新築する工事
で、現場施工が非出水期間に仮締切を施し、樋管な
どを開削工法で築造するなど、厳しい施工条件の中、
適切な現場管理と品質管理などが評価されました。

天王町排水路（水無川）排水樋門等設置工事

受注者　新潟砂利建設工業 株式会社 
優秀技術者　桑原 正稔さん
受賞 理由

　 　橋台工事のための河川内作業が必要なことから施
工時期に制限がある中、適切な作業計画、工程管理
により、工期を延長することなく完成させたことが
評価されました。

汚水幹線管渠（水管橋）下部工工事

受注者　元店・割田 特定共同企業体 
優秀技術者　丸山 武彦さん
受賞 理由

　 　塩沢６分区側（起点側）からJR横断部までのU
型擁壁築造をメインとする大規模土木工事で、３か
年にわたる工事期間中、膨大な量の書類を適切に整
理し、品質管理と工程管理を適切に行い、良好な出
来形と出来栄えであったことが評価されました。

市道樋渡東西線 道路改良（土木その１）工事

受注者　カネカ・高橋・町田 特定共同企業体
優秀技術者　芳川 俊明さん
受賞 理由

　 　JR横断部から片田集落側（終点側）までのU型
擁壁築造をメインとする大規模土木工事で３か年に
わたる工事期間中、膨大な量の書類を適切に整理し、
品質管理と工程管理を適切に行い、良好な出来形と
出来栄えであったことが評価されました。

市道樋渡東西線 道路改良（土木その２）工事
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　南魚沼市人材育成およびリゾートオフィス・田園
都市構想の推進のため、南魚沼市に８億円をご寄付
いただいたアルプス技研 創業者 最高顧問の松井利
夫さんの講演会をホテル坂戸城で開催しました。
　この講演会は、起業家育成支援およびリゾートオ
フィス・田園都市構想推進の事業開始を記念して企
画し、会場のほかにオンラインによる参加を募集し
て開催しました。
　講演会で松井さんは、「地方の活性化は起業家の
誕生なくして成り立ちません。創業すれば雇用も進
みます。チャレンジし続ける人がリーダーには不可
欠です。そのリーダーを育てる人と組織が南魚沼市
には重要です。この豊かな自然などを生かして、働
き盛りのビジネスマンを呼び込むことのできる牧場や畑、リゾートオフィス、介護施設などを融合した田
園都市構想に使用していただきたいと思います。この南魚沼から起業家精神を持った人材が多数輩出され
ることを期待しています。」と話しました。 
　講演会の終了後、令和２年度の南魚沼市チャレンジ支援補助金採択者による事業進捗状況の中間報告が
行われました。報告を聞いた松井さんや市内企業の役員からは率直な意見や激励などがあり、採択者は真
剣なまなざしで聞いていました。

受 注者　新潟砂利・新潟ガービッヂ・島田組 特定共
同企業体

優秀技術者　岡崎　昭一さん
受賞 理由

　 　多岐にわたる工種の中、適切な作業改善、工程促
進を行い、工期を延長することなく施工するととも
に、住民に最大限の配慮を行い、適切な施工管理な
どが評価されました。

旧大巻小学校解体工事

◆優良工事（写真前列左から）中央は林市長
・島田　雅士さん　[ 株式会社 島田組 ]
・嶋田　由晴さん　[ 新潟砂利建設工業株式会社 ]
・青木　弘さん　　[ 株式会社 元店建設 ]　
・割田　弘幸さん　[ 株式会社 割田組 ]　

田園都市構想キックオフ講演会を開催しました10 月８日㈮

◆優秀技術者（写真後列左から）

・永井　洋樹さん　[ 株式会社 島田組 ]
・桑原　正稔さん　[ 新潟砂利建設工業株式会社 ]
・丸山　武彦さん　[ 株式会社 元店建設 ]
・芳川　俊明さん　[ 株式会社 カネカ建設 ]
・岡崎　昭一さん　[ 新潟砂利建設工業株式会社 ]

・関　秀俊さん　　[ 株式会社 カネカ建設 ]　
・高橋　司さん　　[ 高橋建設 株式会社 ]　
・町田　誠さん　　[ 町田建設 株式会社 ]　
・関　祐介さん　　[ 新潟ガービッヂ株式会社 ]　
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　南魚沼での一番の思い
出は、雪の季節です。初

めて雪を体験し、雪だるまを作りました。雪に覆われ見渡す
限り白銀の景色は、今まで見た景色の中で最も美しかったで
す。また花が大好きなので、花が咲く季節に地域の人たちが
庭の手入れをする姿や色とりどりの花を見ることができ、と
ても嬉しいです。

　エチオピアは 3,000 年以上の長い歴史を持つ
国です。 現代の人類と文明の発祥地の一つとさ

れています。コーヒーの発祥の地でもあり、コーヒー豆の世界的な産地とし
てよく知られています。 また、世界最長の青ナイル川はエチオピアを源流と
し、エジプトを通り地中海に流れ着きます。人口はアフリカで２番目に多く、
ソウルフルな人々を多く生み出しています。
　料理は彩りと風味が豊かでスパイ
シーです。通常は手で食べます。

11月９日㈫、塩沢の牧
之通りで金城幼稚園・保
育園の年長児 22人が、防

火パレードに参加しました。園児たち
はお揃いの法被を着て、拍子木を打ち
ながら「火の用心」と元気よく声をあ
げて練り歩きました。

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長

林　

茂
男

無
罣
礙

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

ダリヤ　アリさん

シリーズ

第104回エチオピア連邦民主共和国

私の国はこんなところ

南魚沼市に住んで感じたこと
■

発
行

日
2021年

12月
1日

　
第

205号
南

魚
沼

市
　

〒
949-6696 新

潟
県

南
魚

沼
市

六
日

町
180-1　

電
話

025・773・6660（代
表

）
■

発
　

行
総

務
部

　秘
書

広
報

課
■

編
　

集
2021.12
D

ecem
ber

市
 報

編集後記

〇人口　54,543 人（－46 人）／男 26,699 人（－21）女 27,844 人（－25）　〇世帯数　19,985 戸（－14）

市民の動き　令和３年 10 月末日現在　（　）は対前月比

今月の
表紙

　
ご
寄
付
、
そ
の
風
景
～
感
謝
を
こ
め
て
～

　

市
へ
の
ご
寄
付
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
、
約
34
億

円
の
当
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

額
は
、
全
国
１
，７
０
０
を
超
え
る
自
治

体
中
で
27
位
、
返
礼
品
の
「
米
」
部
門

で
は
間
違
い
な
く
全
国
ト
ッ
プ
で
す
。

総
額
の
約
48
％
が
市
の
財
源
と
な
る
あ

り
が
た
い
も
の
で
す
。

　

す
べ
て
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
個

人
や
企
業
を
問
わ
ず
心
温
ま
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。「
匿
名
で
」
と
、
そ
っ

と
市
役
所
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
も
。
物

品
の
ご
寄
付
も
あ
り
ま
す
。
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
で
心
が
荒
み
が
ち
な
日
々
の
中

で
、
数
多
く
の
マ
ス
ク
や
消
毒
薬
を
は

じ
め
、
残
業
続
き
で
頑
張
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
の
感
染
症
対
策
ス
タ
ッ
フ
へ

の
温
か
い
差
し
入
れ
に
、
ど
れ
だ
け
勇

気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
込
め
た
松
井

利
夫
さ
ん
か
ら
の
高
額
な
ご
寄
付
は
、

起
業
家
育
成
な
ど
の
特
定
目
的
に
頂
い

た
も
の
で
、
市
で
は
基
金
を
創
設
し
、

事
業
展
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
塩

沢
中
学
校
統
合
50
周
年
で
後
援
会
を
母

体
と
し
た
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
が

呼
び
か
け
た
記
念
事
業
で
は
、
目
標
額

を
上
回
る
高
額
の
ご
寄
付
が
集
ま
り
、

学
校
備
品
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
先
日
あ
っ
た
ご
寄
付
の

こ
と
を
ど
う
し
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
37
年
前
に
公
務
災
害
に
よ
り

二
十
歳
の
若
さ
の
一
人
息
子
を
失
っ
た

方
か
ら
で
し
た
。
お
連
れ
合
い
も
す
で

に
亡
く
な
ら
れ
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
校
務
員
だ
っ
た
ご
子
息

の
思
い
を
と
、
10
年
前
に
続
き
２
回
目

の
ご
寄
付
を
、
今
回
も
学
校
の
た
め
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
市
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

先
日
、
こ
の
ご
寄
付
を
原
資
に
空
調
設

備
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
校
に
、

ご
本
人
を
お
連
れ
し
ま
し
た
。
訪
れ
た

六
日
町
中
学
校
で
は
、
校
長
先
生
が
代

表
生
徒
と
の
面
会
の
場
を
用
意
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。「
す
ば
ら
し
い
大
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
る
老
母

の
手
を
さ
す
る
が
如
く
、
感
謝
を
伝
え

る
中
学
生
２
人
の
優
し
く
立
派
な
態
度

に
驚
き
、
そ
の
場
に
い
た
す
べ
て
の
人

が
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。

　
「
今
ど
き
の
子
ど
も
は
…
」
な
ど
と

は
絶
対
に
言
え
な
い
す
ば
ら
し
い
姿
に
、

同
年
齢
だ
っ
た
こ
ろ
の
自
分
と
比
べ
て

恥
ず
か
し
く
思
っ
て
し
ま
っ
た
次
第
。

伝
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
。

12月に入り、今年も残りわずかとなりまし
た。４月から広報担当となり、感染症対策の

上、工夫して開催されるさまざまなイベントを取材してき
ました。来年は今年より多くの行事などができることを期
待するとともに、写真や文章で市の魅力をもっとお伝えで
きるよう、頑張りたいと思います。（M.A）


